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【製造業】
・円安方向に期待。【金属部品加工】
・電気メーカーの不振が一段と明確になってきた。国内ばかりでなく、中国系も停滞してきている。唯一東南アジア向けが弱冠目立つ程度。海外での営業活動は経費がかかるので苦しい。【機械製造】
・先が見えない。好・不調の波が激しく、翻弄される。【生産設備・機械製造】
・受注が不安定。【金属加工】
・あまり変化を感じない。【気化式加湿器・冷却器製造】
・車、電化製品関係の製造業なので、国内の消費が少ないことと中国との関係悪化で輸出が少なくなっていることにより、製造が止まっている状況。この状態が長く続くようなら会社の継続が大変困難
　になってしまう。【プリント回路基板、液状レジスト印刷】
・客先の受注単価低下＋部品等の在庫を持たなくなり部品の入荷が遅れている。【製造】
・受託するまでの仕様打合せが長く、決定後はすぐ納期で材料調達が間に合わない。結局材料在庫をもつことになる。【電子部品製造】
・設備投資の見合わせが増加しているように感じる。【食品検査装置製造】
・技術者の募集をしても応募者が集まらない。【電気機械設計製造】

【建設業】
・消費税増税による薄利多売感の上昇と、来春以降に訪れる受注の減少。【管工事】
・このままの景気が続くと廃業も選択肢に入れなくてはと感じている。【リフォーム】
・仕事量も多いが業者も多いため、無理な価格での受注をしている。また、ゼネコンもこれを利用。職人が激減。若手がいない。【内装工事】
・質の良い技術者を採用できるようになった。【電気設備工事】

【小売・卸売業】
・平成25年は景気が良くなると思う。【住宅設備機器、配管材料卸売】
・先行きが不透明。【自動車部品小売】
・街に人がいなくなった感じがする。景気が悪いと感じる。【青果・食品小売】
・不況感に伴う買い控え。【小売】
・高額商品の買えるユーザーと低価格品のユーザーと二極化。修理のユーザーでもギリギリのところまで使用し、安全面からも不安感すら感じるほどである。【自動二輪小売】
・消費者の買い控え。【米穀類小売】
・景気感は横ばい又は下降気味。【紳士衣料小売】
・大型店の過度な価格引下げ。【酒類、タバコ小売】

【飲食・サービス業】
・運送物の少量多頻度化により収入減。【運送】
･景気が悪いため大手企業の協力会社である中小企業の経営（主としてメーカー）は厳しいと感じる。【経営コンサルティング】
・昨年10月頃から不況を感じる。不動産の賃貸も売買も取引が厳しい状況である。【不動産】
・長期政策目標の見えない行政力の低下に企業は衰退か。【測量、調査、登記】
・公共事業の減少。先行きの不安。【測量、調査】
・圏央道工事等の影響で生コン工場、採石工場は忙しいようですが、他は良くないのでは。【機械修理】
・雇用状況の悪化。【自動車整備】


